


平成２４年度厚生労働省委託事業報告書 巻頭言

日本でも「グローバルスタンダード」を日常化できれば、未来が開けるかも

平成１８年度から当財団でお世話させて頂いてきた「がん臨床研究推進事業」は、
先の民主党政権下の事業仕分け、無駄な事業と判断され中止になった。それゆえ、
今回の報告書が最後となるが、海外留学希望者が近年激減し、グローバル的発想が
未だ成熟していない日本の現況を直視すると、最も重要な事業が仕分けされたと考
えているので、是非、自民党政権下では再考頂きたいと切望しています。
ところで、東日本大震災で、世界各国から多くの医療救助隊が来日し、現地で活動
されたことは、国民の多くが周智するとこであるが、その詳細については殆ど報道さ
れていない。しかし、海外在住日本人留学生から漏れ聞く噂では、その内容に驚きを
覚える。曰く、海外医療救助隊の多くは、ただ呆然と現地をみていただけで、有効な
医療活動は殆ど出来なかったとの落胆に近い感想であった。これには、言葉の障害
以上に医療制度の壁（持参した薬は日本では使用できなかった。現地医師からは治
療方針が異なるので手を出さないで欲しい的要望が多かった）のため、海外救助隊
の多くは只傍観していただけとの感想である。勿論、災害現場では、海外救助隊に通
訳をつける余裕はなかったが、言葉の壁による意思疎通は、手まねでも通じた可能
性や被害者の中には片言の英語が話せる日本人も多くいた筈と推察されるが、その
機会は与えられなかったと聞く。背景には今回の災害が津波による被害のため、結
果的に重症外傷患者より慢性期的患者が多かったためと推察される。しかし、日本
の治療方針や使用薬剤が海外と異なるため救助活動ができなかったとの理由には、
同じ日本人医師として驚きに近い落胆を感じる。即ち、医療現場でも、日本の常識は
世界の非常識に近い訳で、この風潮は、国際会議でも日本の代表者が英語で話さず、
通訳を介している様など、未だグローバル化が日常化されておらず、滑稽でもある。
今回の震災で、日本の医療も未だグローバル化されていないことを再認識させられた
が、「global citizen」としての感覚が育っていないのは、日本の将来にとっても一抹の
不安を感じる。
ところで、本事業は、厚生労働省の「第３次対がん１０か年総合戦略」での「効果的
かつ効率的ながんの予防、診断、治療等を確立するため」に企画された補助金事業
で、当財団でお手伝いさせて頂き、今年で６年目をむかえた。内容は、①外国人研究
者招聘事業、②日本人研究者派遣事業、③若手研究者育成活用事業（リサーチ・レ
ジデント対象）、及び④研究支援者活用事業の４部門で、これにより厚生労働科学研
究費の効率的な活用が担保されると考え、今日まで全力で支援してきた。この中で、
日本人研究者派遣事業は、グローバル思考の養成上極めて重要な事業で、経験者
の多くが現在日本のリーダ的役割を演じて活躍頂いているが、これは大きな成果と認
識している。しかし、本事業は、先の「事業仕分け」で、他の補助金事業と同列に評



価・判断され中止となった。それ故、この事業に期待し、参加希望されていた多くの海
外招聘希望者や国外派遣希望者に対し、その機会を失わせた訳で誠に申し訳なく、
我々の力不足を深く反省している。
さて、本日お届けした冊子は、平成２４年度に実施したがん臨床研究推進事業で、
予算削減のため、日本人研究者派遣事業（過去累計２３名）はゼロで、外国人研究者
招聘事業（過去累計４４名）と若手研究者育成活用事業（過去累計３１名）の各１名と
研究支援者活用事業５名（累計９６名）、計７名の業績集であります。特に、日本人研
究者派遣事業がゼロであったのは残念で、誠に寂しい限りですが、７名の貴重な体
験が詳細に記載されているので、是非ご拝読頂き、ご意見などを賜れば幸いです。ま
た、参加者の多くは、次世代型がん医療の担い手として今後とも活躍頂き、我が国の
医療界の発展のため貢献頂けるものと確信しています。なお、彼らの希望を快く引き
受けて頂き、ご指導賜った各医療機関と直接ご担当頂いた先生方に対しても深謝申
し上げます。
ところで、当財団ではがん薬物療法のVision として、可及的低侵襲で低価格な、働
きながら治療できるがん薬物療法の確立（プロジェクトX）を目指し、多くの臨床試験を
展開してきました。また、胃癌でのHER2発現程度や大腸がんでのCEA mRNA検索、
薬剤有害事象対策としての網羅的遺伝子解析などを付随研究として取り上げ、標準
的治療から個別化治療への展開を図っている。さらに、欧米６試験グループとの多国
間臨床試験（IDEA 試験）にも参画し、この方面でのグロ－バル化を進めている。この
意味でも、海外研修経験者の役割は極めて大きいので、彼らの今後の益々の活躍に
期待するものである。
最後に、本事業を７年間にわたり当財団でお世話させて頂いたが、この貴重な経
験を糧として「日本の常識は世界の非常識」にならぬよう、グローバル化のためにも
益々努力する所存ですので、諸先生方のご支援、ご指導の程を宜しくお願い申し上
げます。

平成２５年３月吉日

財団法人 がん集学的治療研究財団

理事長 佐 治 重 豊
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